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当社はつくば市に本社を置く農業法人であり、キャベツ・白菜・スイートコーン・玉ねぎを

30 ヘクタール程度で生産しています。当社は約 10 年前より JGAP 認証を取得してお

り、JGAP 認証を求める大手小売店・加工メーカーに認証農産物を出荷しています。 

 

＜補足説明＞ 

JGAP 認証とは、日本で最も普及している GAP 認証制度です。GAP とは Good 

Agricultural Practices の頭文字を取ったものであり、「良い農業の取り組み」と訳

されます。JGAP には、食品安全、環境保全、労働安全、人権の尊重、アニマルウェルフェ

ア（動物福祉）の取り組みが含まれ、持続可能な農業の実現、SDGs の推進に大きく貢

献するものです。第三者による審査認証制度があり、国際的にも通用する認証制度で

す。 

GAP 認証は、多くの食品事業者が調達基準として活用するだけではなく、東京オリン

ピック 2020、大阪関西万博２０２５、国際園芸博２０２７でも会場内の食材調達の基準

として利用されています。 

一言で表現すれば、JGAP は「食品安全＋SDGｓ」が出来ている農場が取得できる認

証制度です。 

 

 このたび、2026 年 2 月 3 日に、環境省においてグリーン購入法に基づく「環境物品等

の調達の推進に関する基本方針」が見直され、国等が設置・運営する食堂における調達に

おいて、GAP 認証等を取得した農産物又はこれを原材料とする加工食品が、調達時の判

断の基準「基準値 1」として明記されたことを受け、つくば市の行政としての調達にもその

活用を提案したく考えております。 

 

 特に、学校給食での活用を提案したく考えております。つくば市は二千人以上の児童・生

徒が在籍する全国一のマンモス校、つくば市立「学園の森義務教育学校」を抱えるなど、学

校教育の点でも全国的に注目を集めています。地球温暖化をはじめとした環境問題への

対応が不可欠な時代となる中、学校教育でも環境についての理解を深める学習が推進さ

れていることは存じております。その一環として、学校給食を通じてグリーン購入について

学ぶことを提案したく思います。 



 全国各地の学校給食の取り組みとして、オーガニックタウン・オーガニック給食について

は既に始められております。私共の農場も、つくば市農業政策課から、そのような取り組み

はできないか相談を受けたことがあります。環境教育のためにも推進したいところではあ

りますが、これを実行するには、給食食材の安定的な調達や、持続可能な価格での供給の

面から、特に児童数の多い地域では簡単にできるものでは無いことは、多くの給食関係者

の共通理解であると思います。 

 

 このたび、国の方で行われたグリーン購入法にもとづく基準の改定で、以下の 3 つが、

より高い環境性能を示す基準として支障や制約等がない限り調達を推進するものである

「基準値 1」として定められました。 

 

＜環境物品等の調達の推進に関する基本方針（2026 年 2 月） ２２－３ 食堂＞ 

ア．環境負荷低減の取組の「見える化」を行った農産物又はこれを原材料とする加工食

品を取り扱うこと。 

イ．可能な限り近隣において有機農業により生産された農産物又はこれを原材料とする

加工品を取り扱うこと。 

ウ．環境負荷低減に寄与する持続可能な農業生産工程管理から生産されたことが第三

者によって確認された農産物又はこれを原材料とする加工品を取り扱うこと。（筆者追

記：これが GAP 認証を指しています） 

 

 上述のオーガニックは「イ」に当たりますが、それ以外の「ア」「ウ」も加えてグリーン購入法

では認められており、これらすべてを適用すれば、給食食材の安定的な調達や、持続可能

な価格での供給の面はクリアすることができます。 

 特に「ウ」については、東京オリンピックや大阪関西万博で調達基準であっただけではな

く、継続的に調達が必要な大手コンビニエンスストア、大手スーパー、大手食品メーカーな

どが調達基準にしていることからも分かる通り、豊富で安定的な数量や価格の面からも実

証済みであり、学校給食の食材として現時点ですぐに採用しやすいものです。 

 

 つくば市内には、8 軒の JGAP 認証農場があり、その生産品目はキャベツ、スイートコー

ン、たまねぎ、はくさい、こまつな、みずな、ロメインレタス、リーフレタス、ほうれんそう、シ

ャンツァイ（パクチー）、いちご、ねぎ、にんじん、ベビーリーフ、かぼちゃ、肉用牛となってい

ます。また茨城県内まで広げると JGAP 認証農場は 130 軒以上あり、野菜だけではなく

米や卵も含まれます。 

 グリーン購入法で認められた食材「ア」「イ」「ウ」を併用した学校給食を実現し、グリーン購

入という考え方を学校教育で学び、自らの生活に活かしていくことで地球環境に貢献する

人材をつくば市から輩出していくことを目指し、上記をつくば市に提案したく思います。そ

の先には、「日本一 グリーン購入している自治体」という目標も掲げたらどうかと思いま

す。ご検討のほど、よろしくお願いします。 


